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＜考察＞

GIGA環境を活用することで、生徒の思考
を可視化し、そのことがより適切な支援につな
がることをめざし、取り組んだ。
３年英語科の実践では、単元すべての時間
を見通せる単元シート（Googleスプレッド
シート）を作成した。単元目標に向かって，
各時のめあてに対する自身の学びの進度や成
長に着目し、確認することによって、生徒の自
主性を高めることにつながった。また、このシー
トは生徒間で共有し、他者の学びを参照する
ことで、自分自身の次の学びにつなげていくこ
とに役立った。
さらに、授業者がこのシートを分析することで、
生徒一人一人にどのような支援を行っていくか
を考えるよい材料となった。評価においても、
単元全体を俯瞰し、生徒の理解状況を把握
しながら中間指導を行う際、このシートをもと
に評価を行うことで、言語面，内容面から中
間指導を行うことにより、表現のスキルアップや
レベルアップを図りつつ、自信につなげることが
できた。
このように振り返りの場面にはシートを使い、
生徒の思考を可視化することが、授業者の学
習の見取りをより確実なものにし、次の支援に
つなげることができた。そして、それが適切な評
価にもつながった。


